
 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

JT NPO 応援プロジェクト完了報告会に参加 

東日本大震災復興支援 JTNPO 応援プロジェクト

の助成完了報告会が９月 24 日に仙台市内で開催さ

れました。復興みなさん会では昨年７月から今年６

月までの間、戸倉復興住宅を対象として交流サロ

ン・モアイバスを活用した移動交流会・マップづく

り・復興まちづくり通信発行等の支援活動を継続し

てきました。報告会当日は後藤代表と髙田会員が参

加、１年間の助成事業の成果報告を行うとともに、

参加者の皆さんと情報交換し交流を深めました。 
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復興みなさん会は平成２３年１０月から、南三陸町内で東日本大震災の復興支援を継続しています。 

町内外の皆さまに当会の活動の内容をご理解いただくとともに、復興の最新情報をお伝えすることで、

共に地域の再建への道を歩んでいただけるよう『南三陸復興まちづくり通信』を毎月発行しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

復興まちづくり通信 
 

ツール・ド・東北シーフードカレーで応援！ 

 今年で 7 回目となる「ツール・ド・東北」が 9 月

15 日に行われました。石巻をスタートして、南三陸

町を縦断し気仙沼市本吉町蔵内を折り返す 170km

の「南三陸フォンド」には、町内の神割崎、ホテル

観洋、ハマーレ歌津にエイドステーションが設けら

れました。ハマーレのエイドステーション（写真）

では、商工会女性部や歌津婦人会のメンバーらが南

三陸名産のタコなどが入った「南三陸シーフードカ

レー」とドリンクでライダーたちをもてなしました。 

 

 

 

 

 

 

 

復興公営住宅で「秋のクラシックコンサート」 

 志津川の中央復興公営住宅で 9 月 17 日、2015 年

から東北被災地で音楽による復興支援を続けている

フルート＆ギターデュオ J-Symphonie(ジェー・サン

フォニー)の「秋のクラシックコンサート」（＝写真）

が開かれました。集会所で開かれたコンサートには

入居者や近隣住民など約 30 人が来場。８弦ギターの

池田宏里さんとフルートの北方奈津子さんが「Ｇ線

上のアリア」「アイネクライネナハトムジーク」など

を披露したほか、聴衆も二人の生伴奏で「愛燦燦」「青

い山脈」など馴染みのあるメロディを合唱しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 （仙台市で行われた助成完了報告会の様子） 
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当会は今年度、みやぎ地域復興支援助成金（宮城県）、おらほのまちづくり支援事業補助金（南三陸町）、 

みやぎチャレンジプロジェクト助成金（宮城県共同募金会）の支援をいただき活動しています。 

 

〒986-0751 宮城県本吉郡南三陸町志津川字上の山 26 

上山八幡宮 社務所内 minasan.msrk@gmail.com 

  

「戸倉っこマップ」完成！ 町に寄贈 

 復興みなさん会が戸倉復興公営住宅の入居者のみ

なさんと交流しながら制作した「戸倉っこマップ」が

完成し、みなさん会のメンバー4 人が 10 月 11 日、町

役場を訪れて佐藤仁町長に A1 サイズの拡大パネルを

寄贈しました。佐藤町長は「イラストもかわいいし、

とても見やすくて、分かりやすい地図です。役場で活

用させていただきます」と話しました。同型のパネル

を地区内の店舗や町の公共施設にも配布予定で、Ａ2

版の地図はすでに戸倉地区の全戸に配布されました。 

 

 

 

高台移転みねはた団地で“芋煮会” 

 歌津地区の防災集団移転「みねはた団地」で 10月 14

日、芋煮会が行われ、親子連れなど 46 人が参加しまし

た。団地自治会と東本願寺仙台教区、ＡＡＲJapan［難

民を助ける会］が共同で開催したもので、団地の入居

者同士で親睦を深めました。団地の集会所で住民が調

理を担当し、里いも、白菜、ゴボウなどの野菜がふん

だんに入れられた具だくさんの芋煮と、ひじきご飯、

各家庭の自慢の漬物などを味わいました。ビールや焼

き鳥などおつまみも出され、愉快に盛り上がりました。 

 

志津川西復興住宅で「お茶っこ交流会」 

 志津川西復興公営住宅の第 2 集会所で 9 月 30 日、

復興みなさん会主催の「お茶っこ交流会」が開かれ、

入居者ら 10 人が参加しました。みなさん会の後藤代

表が会の活動について紹介した後、スイーツやお茶を

いただきながら「お茶っこタイム」。今後のコミュニ

ティ活動として、日帰りの研修旅行の希望が出され、

11 月初旬に、ほのぼの倶楽部との共催で、モアイバス

を活用した「移動研修」を実施することを決めました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【
あ
と
が
き
】 

こ
の
た
び
の
台
風 

号
の

被
害
に
遭
わ
れ
た
み
な
さ
ま

に
、
心
よ
り
お
見
舞
い
を
申

し
上
げ
ま
す
。
日
本
列
島
の

あ
ち
こ
ち
で
、
ま
た
当
町
内

に
お
い
て
も
、
痛
々
し
い
光

景
と
、
そ
れ
と
向
き
合
う

人
々
の
つ
な
が
り
を
目
の
当

た
り
し
ま
し
た
。「
天
災
は
忘

れ
た
頃
に
や
っ
て
く
る
」
と

言
わ
れ
て
い
た
の
は
昔
の

話
。
今
で
は
、
忘
れ
る
間
も

な
く
次
々
に
や
っ
て
く
る
よ

う
な
環
境
下
に
生
き
て
い
る

の
が
現
実
で
す
。
い
か
に
平

穏
な
時
が
奇
跡
の
よ
う
に
尊

い
の
か
、
あ
り
が
た
い
の
か

を
思
い
知
ら
さ
れ
ま
す
。
見

上
げ
れ
ば
、
い
つ
の
間
に
か

椿
の
実
は
爆
ぜ
、
ぽ
と
り
ぽ

と
り
と
、
茶
色
い
種
が
零
れ

落
ち
て
い
ま
す
。
種
の
中
に

内
包
さ
れ
て
い
る
黄
金
色
の

生
命
力
を
育
ん
で
く
れ
て
い

る
の
も
、
ま
た
自
然
の
ち
か

ら
。
自
然
が
持
っ
て
い
る
両

極
の
顔
を
、
交
互
に
見
つ
め

て
い
る
よ
う
な
秋
で
す
。 
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